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ら ぼ ニュース 日臨技状況説明

日臨技理事　中井 規隆

　平成24年９月22日９時から、日臨技会館にて第５回理事会
が開催されました。それに先駆け、前日の21日には新執行部
になってからの日臨技の状況説明会が開かれました。宮島日
臨技会長は「新たな時代に向かっての第一歩　～小異を捨て
大同に就く～」との方針で就任後は当会会長の松本日臨技副
会長らとともに、第61回日本医学検査学会（三重県津市）や
大韓臨床病理士会第50回記念学術大会（韓国ソウル市）への
出席など大きな行事の合間をぬい、主務官庁や国会議員、医
療団体、関連学会などへ訪問し、就任の挨拶回りをされたそ
うです。日臨技としては８月30日には、懸案であった臨床検
査振興会にも正式に加盟し、さらにチーム医療推進協議会へ
加盟や厚生労働省との業務拡大の折衝に入るなど、「自ら胸
襟を開き、物事にあたることで、相手方からも真摯に対応し
ていただけ、ようやく討議するテーブルに就くところまで達
することができた」との報告がありました。それに伴い「チ
ーム医療に関わる業務認証（拡大）」では日臨技としてひと
つでも多くの業務拡大を目指しているとの報告がありまし
た。
　本年８月21日にドイツのベルリンで開催されたIFBLS
（International Federation of Biomedical Laboratory 
Science：国際技師連盟）総会では、日臨技理事である小松
京子氏が会長に就任され、2016年には28年ぶりに日本で世界
国際医学検査学会総会が開催されることも決定しました。
　また、新たに松本会長が担当する「学術組織再構築に関す
る検討委員会」や「チーム医療推進検討委員会」、椙山副会
長が委員を務める「未来構想策定に関する検討委員会」など
が新設され、「都道府県技師会と支部・日臨技の組織連携の
強化」ならびに「職能団体の基本は学術活動」の考えによる
人材育成など、日臨技の姿勢が「未来を創る時代に入った」
ことを強く感じる報告会でありました。
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学術部検査研究班班員募集のお知らせ

㈳愛知県臨床衛生検査技師会
会　長　松本　祐之

　現在、愛臨技学術部では９検査研究班によって研究会、講演会、基礎講座などの学術活動を精力
的に行っています。
　このたび、平成25年度の検査研究班班員について公募いたします。つきましては、新たに班員と
して学術活動に積極的に加わりたいとお考えの方は、ぜひ応募していただきたいと思います。
　研究班活動は愛臨技会員の学術向上を目的としており、あなたの力が愛臨技のレベルを向上させ、
必然的に自身のスキルアップにもつながります。そして、研究班活動を通じて知り合う多くの方々
は、臨床検査技師のあなたにとって大きな財産にもなります。
　なお、班員数には限度がありますので応募者多数の場合は学術部にて調整させていただきますの
で、希望に添えない場合があります。継続班員の方は申し込む必要はありません。

【学術部門検査研究班】
１．生物化学分析検査研究班 ６．輸血検査研究班
２．病理細胞検査研究班 ７．生理検査研究班
３．血液検査研究班 ８．遺伝子・染色体検査研究班
４．一般検査研究班 ９．生殖医学検査研究班
５．微生物検査研究班

募集人員：各研究班若干名
申込方法：以下の１～９までの事項について愛臨技まで電子メールにてご連絡下さい。
 メールアドレス　aamt@aichi-amt.or.jp
申込締切：平成25年１月31日（必着）

１．希望する研究班名
２．氏　名（性別・年齢）
３．会員番号
４．施設名
５．施設住所（郵便番号付き）
６．施設電話番号
７．メールアドレス
８．当該検査部門の経験年数
９．応募の動機

問 合 せ：学術部長　中根　生弥　豊田厚生病院　臨床検査技術科　（0565）43-5000



－　3　－

基礎教科：20点

　「世界エイズデーイベント」が今年度も開催されます。12月１日（土）に名古屋市栄の三越か
ら松坂屋の周辺を参加団体がパレードします。愛臨技もこのパレードに参加し、エイズ感染予
防啓発をアピールしますので、会員の皆様、是非ご参加ください。
　参加申込につきましては、別紙「世界エイズデーパレード参加ボランティア募集のお知らせ」
に沿ってお申し込みください。

記

日 時：平成24年12月１日（土）午後５時00分から８時30分
会 場：栄広場（名古屋市中区栄　名古屋三越北側）および周辺道路
目 的：HIV/AIDSに係わる団体・個人、またHIV/AIDSの感染拡大を危惧する人々が、世

界中が一つになる「世界エイズデー」にそれぞれの想いを込めて集会、パレードに
参加し、市民に感染者・患者との共生等をアピールする。

内 容：・集会前に愛臨技として感染予防啓発のため避妊具の配布 午後５時00分から
 ・音楽集会 午後６時00分から６時45分
 ・パレード（大津通り～若宮大通り～久屋大通り） 午後７時から８時

HIV/AIDS感染予防啓発、感染者・患者との共生をアピールする横断幕等を掲げ
各団体が趣向を凝らした行進をしながらパンフレットを配布する。

 ・追悼集会 午後８時から８時30分
協 賛：相模ゴム工業株式会社

申込方法：各施設へ配布しました「世界エイズデーパレード参加ボランティア募集のお知らせ」
にご記名後、地区理事にファックスしてください。

締 切：平成24年11月22日（木） 以上

【問合せ先】愛知県がんセンター中央病院　臨床検査部
所　嘉朗
ＴＥＬ：（052）762－6111（PHS 6121）
ＦＡＸ：（052）757－4810
E-mail：ytokoro@aichi-cc.jp

世界エイズデーパレード参加ボランティア募集



－　4　－

　平成24年９月29日（土）に第35回愛臨技スポーツ
大会が名古屋市中区のブランズウイックスポルト
で開催されました。前回と同様ボーリングで行わ
れました。今年で２回目の参加となりますが、渥
美半島から鶴舞駅まで行くのに２時間かけて行く
のは遠いと思いながら、「いつかは渥美半島で開催
してやるぜぇ～。でも渥美半島にボーリング場は
ないぜぇ～。ワイルドだろぉ～。」などと心でつぶ
やきつつ、会場に向かいました。
　会場に着き準備も万端、「さあ、頑張ろう！」と
思った瞬間、上司の何気ない一言（詳細は内緒で
す。）でチーム内バトルが勃発、負けられない戦い
が始まりました。結果は１ゲーム目負け、２ゲー
ム目勝ち、トータル３点差で勝ち、と白熱した好
ゲームが展開されかなりの盛り上がりを見せまし
た。結局、チーム内では６人中５位で終わること

となりました。パーティールームに場所を移し成績
発表が行われ、団体戦で東三河地区はみごと３位入
賞、これは個人戦で２位に入った新人の頑張りによ
るものでした。自分は60位の飛び賞をもらう事がで
き、ただでは転ばないことが証明されました。
　その後懇親会会場へ移動、懇親会も前回と同様サ
ッポロビール名古屋ビール園で行われました。懇親
会では、普段接することのない他の地区や賛助会員
の方々と仕事や仕事以外のことなどを話したり、お
酒の力を借り普段では上司には言えないことなど
を言って、返り討ちにあったりと…非常に楽しい時
間を過ごすことができました。（まぁほとんど自分
がいじり倒されていたんですけど……）
　今後、より多くの会員の方たちがスポーツ大会に
参加し、愛知県臨床衛生検査技師会の絆が深まれば
よいと思いました。来年は優勝だぜぇ～ !!

第35回愛臨技スポーツ大会に参加して
豊橋市民病院　中央臨床検査室　神藤　駿



－　5　－

愛知県臨床検査標準化協議会

設立10周年記念式典　　　
　　・記念講演会のご案内

　愛知県臨床検査標準化協議会は平成15年５月に設
立され、本年で設立10周年を迎えます。これを記念
して、下記の如く記念式典ならびに記念講演会を開
催する運びとなりました。ご多忙中とは存じますが
多数ご参加くださいますよう、お願い申し上げます。

記

開 催 日：平成24年12月１日（土）午後２時～４時
場 所：愛知県医師会館　８階会議室
 名古屋市中区栄４－14－28
記念式典：午後２時～３時
 表彰　特別功労賞、功労賞
記念講演会：午後３時～４時
 『臨床検査と精度管理～凝固検査を中心に～』
 日本赤十字社　東海北陸ブロック血液セ

ンター
  所長　高松　純樹

平成24年度 管理運営研修会のご案内

組織部

基礎教科：20点
　今年の４月に診療報酬の改定が実施されました。
従来「医療安全対策加算」の加算点数として設けら
れていた「感染防止対策加算」が独立した点数にな
りましたので今年度の研修会のテーマはこの感染防
止対策加算としました。病院内ではICTの一員とし
て臨床検査技師が活動されていることと思います。
　新人から中堅クラス、管理クラス問わず皆様の多
数の出席をお待ちしております。

開 催 日：平成24年11月17日（土）15：00 ～ 17：00
会 場：㈱スズケン名古屋支店　２階会議室
 名古屋市中区丸の内２－５－10
 電話：052-223-3751
講 演 １：「技師長協議会アンケート結果報告」
 愛知県臨床検査技師長協議会副会長
 山内　昭浩
講 演 ２：「感染防止対策加算の現状と検査体制」
 BD社　学術担当
講 演 ３：「検査室管理者或いはICTや微生物担当

者に課せられた危機管理」
 JA愛知厚生連　医療事業部　専門官

犬塚　和久
共 催：愛知県臨床検査技師長協議会

第 50回中部医学検査学会受付時の不具合について

　平成23年10月22・23日に名古屋国際会議場で開催されました標記学会におきまして受付時の不
具合により、25名の会員が未受付状態となっています。
　ホームページより
　【日本臨床衛生検査技師会】→【会員専用ページ】→【会員情報確認】→【生涯教育履修歴】
で各自ご確認いただき、登録されていない場合は愛知県臨床衛生検査技師会TEL：052-581-1013
までご連絡ください。
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【第29回　中部圏支部一般検査研修会のお知らせ】
テーマ「踏み出そう！新時代の一般検査に向かって」

日 時：平成25年２月16日（土）～ 17日（日）
会 場：名古屋大学医学部（愛知県名古屋市昭和区鶴舞町65番地）
参 加 費：14,000円　ランチョンセミナーにお弁当が付きます。情報交換会　3,000円
 宿泊　5,800円（名鉄イン名古屋金山・朝食付き）
募集人数：80名
申込方法：各施設にお配りしたプログラム、または愛知県臨床衛生検査技師会一般検査研究班

ホームページをご覧ください。
内 容：
第１日目　２月16日（土）
10：15 ～ 11：15 受付
11：15 ～ 11：30 開講式
11：30 ～ 12：00 ランチョンセミナー１「便潜血検査の現状」 栄研化学株式会社
12：00 ～ 12：30 ランチョンセミナー２「尿定性について（仮）」
 シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社
12：40 ～ 13：40 特別講演　腎臓病診療における尿検査の重要性
 名古屋大学医学部　CKD地域連携寄付講座　准教授　安田　宜成
13：45 ～ 14：45 教育講演１　尿路上皮癌の診断と治療
 名古屋第二赤十字病院　第二泌尿器科副部長　錦見　俊徳
15：05 ～ 16：05 診療ガイドラインにおける尿検査の位置づけ
 　　　　－これからの検査情報のあり方を考える－

金沢赤十字病院　検査部 技師長　油野　友二
16：10 ～ 17：10 異型細胞の見方

名古屋記念病院　臨床検査部　南谷　健吾
17：20 ～ 18：20 尿沈渣検査法2010を踏まえた病態のとらえ方

東京大学医学部附属病院　検査部　第三部門一般検査室　宿谷　賢一
19：00 ～ 21：00 情報交換会・ナイトセミナー「尿検査自動化システムによる効率的検査

のご提案（仮）」　　富士レビオ株式会社
第２日目　２月17日（日）
９：00 ～ 10：00 教育講演２　日本の糞線虫症

愛知医科大学寄生虫学講座　講師　角坂　照貴
10：00 ～ 10：50 一般検査からはじめる髄液検査

弘前市民病院　臨床検査科　石山　雅大
11：00 ～ 11：10 実習説明
11：15 ～ 12：15 鏡検実習　寄生虫・尿沈渣
12：25 ～ 13：25 ランチョンセミナー 3「L-FABPについて（仮）」

株式会社テイエフビ－
13：35 ～ 14：35 鏡検実習　寄生虫・尿沈渣
14：40 ～ 15：40 鏡検実習　尿沈渣症例・髄液検査
15：40 ～ 15：50 片付け・移動
15：50 ～ 16：00 閉講式
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微生物検査研究班

専門教科：20点

日 時：平成24年12月１日（土）15：30 ～ 18：00

場 所：愛知県産業労働センターウィンク愛知

 ５階小ホール１

講演Ⅰテーマ：『迅速性が求められる結核検査』

演 題 ①：「結核菌遺伝子検査におけるDNA抽出の

簡易化」

講 師：栄研化学株式会社　マーケティング推進部

高野　　弘

演 題 ②：「LAMP法を用いた結核検査」

講 師：独立行政法人国立病院機構東名古屋病院

 臨床検査科 加藤　　稔

講演Ⅱテーマ：『医療廃棄物について考える』

演 題：「医療廃棄物」

講 師：株式会社　近藤　営業部

上森　雅也

総合司会：江南厚生病院 舟橋　恵二

共 催：栄研化学株式会社

輸血検査研究班

専門教科：20点

日 時：平成24年12月８日（土）15：00 ～ 17：00

場 所：名古屋市立大学医学部研究棟11階講義室B

テ ー マ：「周産期・新生児の輸血管理」

講 演 １：新生児の交換輸血について

 中部労災病院 中井美千代

講 演 ２：抗Dガンマグロブリンについて

 日本製薬株式会社 坂本　昌秀

講 演 ３：周産期医療の現状と輸血療法

 名古屋市立大学医学部　産科婦人科学教室

 助教 大林伸太郎

司 会：名古屋市立大学病院 越知　則予

一般検査研究班

専門教科：20点

日 時：平成24年12月８日（土）15：30 ～ 18：00

場 所：名古屋第二赤十字病院　１病棟10階

 加藤化学記念カンファレンスホール

テ ー マ：尿検査に関する最新の話題

講 師：１．「アルブミン　クレアチニン試験紙

の有用性につて」

 　　栄研化学株式会社　営業統括部

 　　マーケティング推進室MKT２部１課

鈴木　正隆

 ２．「尿沈渣についての現状報告、

 　　　　－アンケート調査より－」

 　　医療法人青山病院　臨床検査科

平田　基裕

３．「臨床にとって有用な情報成分、 

円柱類！－腎臓内科領域における 

フィブリン円柱の意義を中心に－」

 　　東京女子医科大学病院

 　　中央検査部一般検査 横山　　貴

司 会：西知多医療厚生組合 東海市民病院

加藤　節子

内 容：横山先生の講演では、基本的な各種円柱

の生成と意義、これまで糖尿病性腎症と

の関連性が報告されてきたフィブリン円

柱について、腎臓内科領域における病態

とその排泄との関係にせまり、最新の情

報をお話しして頂きます。初心者の方か

らベテランの方まで、多数の参加をお待

ちしております。

共 催：栄研化学株式会社

血液検査研究班

専門教科：20点

日 時：平成23年12月15日（土）15：00 ～ 17：00

場 所：名古屋大学医学部（鶴舞キャンパス）

 第１講義室

テ ー マ：リンパ系腫瘍細胞の基本的な形態所見

講 師：豊橋市民病院 内田　一豊

司 会：愛知医科大学病院 今井　正人
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生物化学分析検査研究班

専門教科：20点
日 時：平成24年12月15日（土）14：30 ～ 17：30
場 所：株式会社スズケン　名古屋支店
 ２階会議室
テ ー マ：「甲状腺関連検査について」
共 催：生物試料分析科学会東海・北陸支部 
講 師：「甲状腺ホルモン等の免疫検査について」
 シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社
 川崎　芳正
 「副甲状腺ホルモン（PTH）の役割」
 名古屋大学附属病院 有馬　武史
 「甲状腺疾患の検査と治療」
 安城更生病院　内分泌内科　近藤　國和
司 会：厚生連足助病院 古井　　清
 厚生連豊田厚生病院 中根　生弥
内 容：バセドウ病や橋本病などの甲状腺疾患は

20代から40代の女性にたいへん多く、そ
の症状も多彩であるため、きちんと診断
されずに日常的に潜んでいることが知ら
れております。今回、甲状腺疾患につい
て病態を学び、関連検査について整理し
ましょう。

遺伝子染色体検査研究班

専門教科：20点
日 時：平成24年12月15日（土）15：00 ～ 17：00
場 所：愛知県がんセンター中央病院
 ３階　総合診断室
テ ー マ：RNA解析における最近の展開 
講 師：
１．転写伸長効率の調節によるmRNA量制御機構
 名古屋大学大学院　医学系研究科　医療技術学専攻 

病態解析学講座日本学術振興会特別研究員DC
 鈴木　敦夫
２．末梢血液の遺伝子発現変化測定による病態解析

と新たな血液診断方法開発の可能性
 金沢大学附属病院臨床検査部　准教授

酒井　佳夫
司 会：愛知県がんセンター中央病院

柴田　典子

生殖医学検査研究班

専門教科：20点
日 時：平成24年12月９日（日）10：00 ～ 15：00
場 所：藤田保健衛生大学　坂文種報德會病院
 ２階　第３会議室
 （JR尾頭橋駅下車　徒歩５分）
テ ー マ：胚の凍結
内 容：午前　閉鎖型超急速ガラス化システムの

紹介及び実習
 午後　フリーディスカッション

胚の凍結のみでなく、生殖業務全
般について意見交換します。
問題点、疑問点などありましたら
事前にmailでお知らせください。

講 師：ヴィトロライフ株式会社 西山　輝樹
 藤田保健衛生大学病院 古川　　博
 藤田保健衛生大学病院坂文種報德會病院

伊藤　裕安
 小牧市民病院 藤田　京子
 トヨタ記念病院 平松　博子
司 会：豊橋市民病院 鈴木　範子
参 加 費：無料
 昼食は各自でご用意ください。
 参加人数把握のため、参加希望される方

は下記まで施設名、氏名を御連絡くださ
い。

 豊橋市民病院　中央臨床検査室
 鈴木範子
 mail：suzuki-noriko@toyohasi-mh.jp
 TEL：（0532）33-6111　内線3500
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血液検査研究班

専門教科：20点

日 時：平成24年1月20日（日）９：00 ～ 17：00

場 所：名古屋大学医学部（鶴舞キャンパス）

 第１講義室

テ ー マ：血液像と細胞表面マーカー

講 演：１．血液像の基礎　

 　　名古屋第二赤十字病院 平松真裕美

 　　安城更生病院 磯村　美佐

 ２．細胞表面マーカーの基礎

 　　株式会社エスアールエル

 　　遺伝子染色体解析センター

桑原　崇記

司 会：小牧市民病院 石井　寿弥

 愛知県がんセンター愛知病院

田中　里枝

実 習：３．顕微鏡実習 血液検査研究班班員

定 員：40名（  先着順、応募多数の場合、施設ご

とに調整します。）

参 加 費：1,500円（当日徴収）

申込方法：「基礎講座参加希望」と記入し、①施設

の郵便番号②施設住所③施設名④所属⑤

氏名⑥会員番号⑦電話番号・e-mailアド

レス⑧血液像経験年数⑨骨髄像経験年数

⑩質問を記入し、はがき、e-mailにてお

申し込みください。

申 込 先：〒480-1195

 長久手市岩作雁又1-1

 愛知医科大学病院　睡眠医療センター

 今井　正人　宛

 TEL　0561-62-3311（内線3159）

 e-mail : imaima@aichi-med-u.ac.jp

申込締切：平成24年12月15日（土）必着

 定員になり次第締め切らせていただきま

す。受講日の１週間前までに受講票が届

かない場合には、上記申込先までご連絡

ください。

平成24年10月10日現在　正会員数2,698名

※求人情報、理事会・常務理事会議事録は 

ホームページを御覧いただくか、事務所へ

お問合せください。

　らぼニュース10月号４ページ、スキルアップ

研修会案内（15：15 ～ 16：15　特別講演の司

会）で間違いがありました。お詫びして訂正い

たします。

名古屋大学医学部付属病院　臨床技術部臨床検

査部門

　正　梶浦　容子

　誤　梶浦　　容

お詫びと訂正

地名読み方教室 その４

前後 ぜんご

｢愛知県豊明市」 名前の由来は諸説あるが桶狭間

の戦いの後に兵の首が「前後」

にころがっていた、など桶狭間

の戦いにまつわる事柄がある。

 前後駅は藤田保健衛生大学病院

への最寄駅で大学病院ができた

ころより発展がめざましい。医

学部が出来る前の藤田学園の学

生は前後駅手前の中京競馬場か

ら通学用貸切バスで通っていた。

名鉄中京競馬場駅近くに桶狭間

古戦場跡がある。1970年代前半

に私立大学の藤田学園医学部・愛

知医科大学が設立されてからそ

れぞれの近隣の市町村は住宅地

として発展を遂げている。医学

部の力 恐るべし 住民の期待大。

 案山子



AiCCLS
愛知県臨床検査標準化協議会

通信
（第14回）

　愛知県臨床検査標準化協議会（Aichi Committee for Clinical 
Laboratory Standardization：AiCCLS）は、愛知県下の医療施設
への臨床検査標準化の啓発活動を軸とした質の高い検査結果の共有維
持を目的として、活動しています。

　今回は、新しく発刊された刊行物のうち、「細胞診アトラス」につい
てご紹介いたします。
　これから細胞診を学ぶ初心者から経験を積んだベテランまで幅広く
活用できるように細胞画像を多数取り入れて編集しました。日常業務
のなかで多くの方に活用して頂けると思います。今回は、子宮体部内
膜シリーズとして（1）から（12）までをまとめて作成してあります。
今後、順次あらたなアトラスを作成していきますのでご期待ください。

　詳しい内容、購入方法については、愛知県臨床衛生検査技師会HPの
臨床検査標準化情報でご覧ください。

（AiCCLS：愛知県臨床検査標準化協議会）

細胞診アトラス 子宮体部内膜シリーズ（1）～（12）から 抜粋


